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招請講演

睡眠 ・ 覚醒の 謎 に挑む

筑波大学 国際統合睡眠医科学研究機構 柳 沢 正 史

　睡眠覚醒の 制御メ カ ニ ズム や 眠気 （睡眠圧）の

神経科学的本態 は，い まだ謎 に包 まれて い る．例

えば，動物の 日々 の 睡眠量 には一定 の セ ッ トポイ

ン トがあ っ て
， 睡眠覚醒 の 恒常性が保たれ て い る

が，そ の 調節メ カ ニ ズ ム は全 く不明で ある．こ れ

を因果論的 に解 く突破口 として，シ ョ ウ ジ ョ ウ バ

エ における睡眠覚醒の 順遺伝学が，近年盛ん に研

究されて い る，しか し，ハ エ で の 睡眠測定は
， そ

の す べ て を自発運動の 有無に頼っ てお り，
ハ エ で

の い わゆる 「睡眠」の制御系が，哺乳動物の そ れ

と真 に相同であ るか否か は不明で ある．

　そ こ で我 々 は ， 哺乳動物で の 睡眠覚醒の正統的

測定法で ある ソ ム ノ グ ラ フ ィ
ー

（脳波 ・筋電図同

時記録）に基づ い て，マ ウ ス にお ける本格 的な順

遺伝学的解析に着手 した．こ れまで に ， ラ ン ダ ム

に点突然変異を導入 した ヘ テ ロ 接合体 7，000匹以

上 をス ク リーニ ン グ し， 特異的な遺伝性睡眠覚醒

異常を呈する家系を 10以上樹立 した．近交系 で の

連鎖解析 と全 エ ク ソ ーム 次世代 シークエ ン シ ン グ

を組み合 わせ，ノ ン レ ム 睡眠時間の 延長を呈する

家系 （Sleepy）とレ ム 睡眠の 減少 と不安定化を呈

す る家系 （Dreamless）とにお い て，原因 となる遺

伝子変異 をそれぞれ同定し，現在そ れ らの 検証作

業を続行して い る．こ れらの 家系は い ずれ も
，

ヘ

テ ロ 変異 におい て 非常 に強 い 睡眠覚醒フ ェ ノ タイ

プ を呈 して い る こ とか ら，その 原因遺伝子は睡眠

量の 制御メ カ ニ ズ ム の 中核 を担 っ て い るもの と期

待 される、
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